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2006 年  08 月  01 日  

熊野の旅 熊野路の雨と舗装  

 熊野地方の雨は滝のように降ります。 
 近年では北の方でもかなりの集中豪雨が降るようになったので少し分かってもら

えるようになってきたかと思います。他の地方の『恐ろしい降り』がしょっちゅうあ

るのです。 
 屋根に降った雨が樋に入らずに真直ぐ庭に落ちてくるような降り方をします。 
 そんなときは庭も水浸しです。当然のように道も水だらけです。側溝の能力が足り

なくなって溢れそうになるときもあります。それでも平らなところがほとんど無い地

形のおかげで川が溢れて住宅が水に浸かることはほとんどありません。しかし、昔に

は家を建てなかったようなところに建てた家は床下に水が入ることがあるようです。 
 道路にバケツの水をぶちまけたような雨が降ると道路の上に水の膜が出来てしま

います。そうなるとハイドロプレーニング現象を起こしてもおかしくなくなります。

そんな時、ほとんどの場合ワイパーを使っても前が見えないような降り方なので高速

走行する運転手は居ませんが、磨り減ったタイヤなら結構低速でもスリップします。

特にアスファルト道路では怖いものです。 

 
 熊野では国道４２号線ので木本町から有馬町までの 2Km ほどの区間では『浸透式』

の舗装が採用されています。これは降った雨が流れるのではなくアスファルトの粒子

の間を通って排水されるのです。 
 雨の日以外はアスファルトの粒子が粗いのでタイヤのそう高温が少し大きくなり

ます。しかし、雨の日の効果は抜群です。この区間以外では『ヒチャビチャ』と水を

踏む音がうるさくなるのにここではそれが無くなり急に静かに感じます。これは表面

に厚い水の幕が無いからです。 
 工事の仕方はほとんど変わりないように思えますが、少し高いのでしょうかね。こ

の方法が実用化してから随分になるのに採用されているのはほんの一部ですね。 
 この方法の本当のメリットは他の方面にあるように思われるのですが、それについ

ては次回書きます。 



 
 たまたま我が家の前の国道が光ファイバー工事の関係で細野のやり直しをしたの

で写真を獲りました。現場の主任さんが使っているカメラに感心していました。 
 今時蛇腹のカメラで撮っていれば不思議でしょうね。しかし、ここで使う私の写真

はほとんどが１９３０年代から１９５０年代までのカメラたちです。このカメラたち

の現役頃には『舗装工事』なんて撮ることは無かったでしょうね。日本中『地道』『砂

利道』でしたからね。 
 いやいや、このカメラはその当時アメリカに居ました、そうなると、すでにアメリ

カは舗装の時代ですね。 
カメラは フォクトレンダー・ビトー2  
Tags:国道４２号線 熊野市 クラシックカメラ     by je2luz | 2006-08-01 12:36 

 

 

 

2006 年  08 月  02 日  

熊野の旅 熊野路の雨と舗装 2  

 昨日に続き、国道の舗装工事です。 
 この国道４２号線が通っている木本町から鵜殿までの間の 20Km は御浜街道と呼

ばれていたように、七里御浜沿いに浜のすぐ内側を通っています。つまり、砂利の上

を走っています。表面こそ少し土が混じりますが薄く一皮むけば、まさに砂利浜です。

水はけの良いこと天下一品です。 
 今、補修されている舗装は前回の普通の舗装が駄目になったときに改良されたもの

です。側溝の挿げ替え無しでしみこむだけしみこませよう…いう形です。歩道部分も

この工法で施工されているので水が表面に浮かないので雨の日は非常に歩きよいで

す。普通の雨量だと下の砂利層にしみこんでしまいます。横にある空き地もセメント

さえ打たなければ雨水がほとんど流れ出さないほどです。 



 
 町中がどうして浸水しよいか…家が立ち。屋根に降った雨が全部側溝に追い出され

る。庭まで草が生えないようにコンクリートで固めてしまう…つまり開発した土地の

面積の分全部吐き出されるから川の能力を超えるのです。おまけに郊外の水田と言う

巨大な調整池をつぶしてしまいました。昔に比べ都市部の川に流れ込む水は数倍にも

増えています。 
 水害があってから関東では少しずつ水のしみこむ舗装が取り入れられてきていま

すね。しかし、元の地面によって受け入れられる力に随分差があります。 
しかし、元が沼地と言う場所でなければ普通の雨ならほとんど排出しないで済むで

しょうね。 
国道のように重量のかかると工事は大変ですが、歩道や路地裏などはかなり楽に

出来ると思います。それに、一般家庭の通路なども… 
 これから先、ここ熊野に降るような豪雨が各地を襲うことが予測されています。今

から少しずつでもこれをやっていけば結構役に立つのではないかと思います。 
 ここはすぐ横が太平洋…しみこませた水は真直ぐ海に落ちて行きます。つまり、道

に水が浮かないメリットしかありません。もっとこれが必要なところは一杯あると思

います。  
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-08-02 12:13 

 

 

 

 

2006 年  08 月  04 日  

熊野の旅 大師堂 木本町  

 熊野市の中心、木本町に『大師堂』と言うものがあります。 
 小さなお堂で高城川に面した敷地には３０人も入れば一杯だろうと思われます。 
 商店街の記念通りからほんの少し山の方に入ったところですが、踏切を渡ったとこ

ろから先には道路がなく道だけがあります。そう、三尺ほどの道です。これが参詣道



であったようで入り口には小さな石碑が置かれています。 

 
 この碑には『天保』の文字が見えます。 
 ここの大師堂はどう見てもお寺とはいえないので、民間信仰が支えてきたものでし

ょうね。少なくとも天保年間にはここにあり、近在の人たちの信仰の対象だったので

しょうね。 

 

 お堂には『高野山』の文字も見え、好き勝手に作ったものではないようです。前に

書いた『水大師』は高野山とは関係ないようですがこちらは認可？の降りたものなの

でしょうか？ここの催事は近くのお寺の住職が行っているようです。ただし、ここに

は『真言宗』のお寺さんはありませんので、『曹洞宗』のお坊さんです。弘法大師は



日本の宗教の本家本元みたいなものですから、宗派も関係ないかもしれません。 
 今でも参詣の人が絶えないようです。病気平癒とかのご利益があるのでしょうね。

信者の方の寄進した『南無大師遍照金剛』と書いた赤いのぼりが所狭しと林立してい

ます。まるで、お稲荷さんかと思うくらいです。 

   
 
 通路の上に見えるのは『藤棚』です。敷地一杯に広がった藤は開花期には見事なも

のです。普段は信者の方しか来ないのですが、その時期だけは花見の客で賑わうよう

です。             by je2luz | 2006-08-04 12:21  

 

 

 

 

2006 年  08 月  05 日  

熊野の旅 熊野市生まれの企業 オークワ  

 三重・和歌山・奈良の三県にお住まいの方ならおなじみだと思われますがスーパ

ー・オークワと言うのがあります。 
 この『オークワ』はダイエーなどがと同時期に始めたスーパーチェーンの『主婦の

店』として誕生したものです。 
 マークは『風車』でした。いまではほとんどなくなってしまいましたが、全国に随

分あったものです。 
 オークワは『主婦の店オークワ』として熊野市木本町記念通りに市内・五郷（いさ

と）出身の大桑さんが始めたものです。今のコンビニが酒屋さんや雑貨屋さんが転向

するものが多いようですが、このオークワ創始者の大桑さんは、戦後の復興期に『衣

類の持ち売り』から身を起こした人です。スーパー時代が幕開けるとすぐにこんな田

舎で店を開けたのです。 

 



 この左のこじんまりした建物がオークワの発祥の地です。看板のマークやロゴは風

車に始まり何回か変わりましたが一貫してここで営業しています。そしてオークワが

どんどん大きくなっていってもここが本店でした。１９７０年代にはチェーンも松阪

にまで伸び、大きなショッピングセンターを作り機能的にはそちらに中枢が移っても

この店に本社があることになっていました。 
 形式でも何でも『本社』があるということは名目だけではなく税収からも熊野市に

とっては大きなことなのです。上場企業の本社ですからね。 
 この店のことを熊野市ではいまだに『本店』と呼ぶことがあります。いまだは、オ

ークワの中では小さな一つの店舗なのですが・・・ 
 オークワも創始者の兄弟の方が始めた新宮オークワと二つでやってきたのですが、

十年ほど前に本来の本家筋の熊野オークワが新宮オークワに吸収されてしまいまし

た。外から見ると同じオークワなのですが、昔を知る人にとっては寂しいことです。

熊野市の企業で外に伸びたのはほとんどありませんからね。 
カメラは FOIGHTLANDER VITO II  
Tags:熊野市 クラシックカメラ     by je2luz | 2006-08-05 12:06 

 

 

 

 

2006 年  08 月  06 日  

熊野の旅 熊野市生まれの企業  第三銀行  

 三重県下各地に『第三銀行』と言うのがあります。 
 『第三銀行』と言っても今は無き『第一銀行』に始まる番号銀行とは違います。番

号銀行で三番なんて恐れ多い番号は片田舎の木本町に下りるはずはありません。 
 この第三銀行は地方銀行として今では株も上場される立派なものです。しかし、発

祥の地はここ熊野です。 
 沿革は 
 大正元年（1912） 熊野共融合資会社として南牟婁郡木本町（現熊野市）に設立

される。 
 大正５年（1916） 無尽法により三重無尽合資会社になる。 
 昭和２６年（1951） 相互銀行法により第三相互銀行株式会社となる。 
 昭和４２年（1967） 本店を熊野市から松阪市に移す。 
 昭和４８年（１９７３） 名古屋・大阪証券取引所上場 
 平成元年（1989） 銀行法改正で普通銀行になる。 
             東京証券取引所上場 
 と、言うように関係する法律が改正されるたびに組織替えが行われ、格上げされて

きたものです。出来た時は地元の互助会的なものということです。創始者は井戸町の

名門の松田家です。 
 戦後しばらく間では『三重無尽』と呼ばれていたので相互銀行になっても地元では

しばらく『三重無尽』と呼ぶ人もいました。相互銀行になってからは『三銀』若しく

は『第三』と言われてきましたから、平成の変更で『相互』が消えても地元の呼び名



は変わりませんでした。 
 この第三銀行もこの小さな木本を本店にスタートし、時代と共に大きくなりました

が、ある程度まで来た時に本店を松阪市に持ってゆかれました。 
 本社がド田舎にあると言うことはハンディなのでしょうね。大阪でさえ一流行の本

社を東京に持ってゆかれるのですから、熊野市がほかに取られるのも無理は無いでし

ょう。 

 
 これが第三銀行熊野支店です。ここに本店があったこともあるのです。 
 ここは上木本（かみきのもと）と呼ばれていました。新宮・熊野市間の三重交通の

バスの終点にもなっていました。今は新町と言われるようです。一時は地元の商売人

の提唱で「オレンジタウン」などと呼ばそうとしたこともありますが、今では覚えて

いる人もいないでしょうね。 
 列車で来て熊野古道・松本峠に向かうとこの前を通ります。 
 向こう側で家の切れるところが国道４２号線でこの先はもう七里御浜です。カメラ

の後には家が一並びあり、その裏がお寺、そしてもう山です。木本と言う町はこれだ

けの奥行きしかないのです。 
 東南海地震の時には丁度ここまで津波の波が入ったそうです。 

 
Tags:熊野市 熊野古道         by je2luz | 2006-08-06 11:26 | 



2006 年  08 月  07 日  

熊野の旅 真夏のイベント 響鼓 in 熊野  

 八月第一日曜日・・・午後一時より行われるイベントがあります。 
 紀伊半島に点在する太鼓バンドがやってきて競演します。その名も『響鼓 in 熊野』

とか・・・ 
 『響鼓』は「きょうこ」と読むのだそうです。 
 このイベントも何とか続いていますが「きょうこ in くまの」と聞いたときは誰か

女の人が来るのかと思いました。 
 このイベントは屋外で行われます。 
 会場は『記念通り』です。太鼓の舞台はオークワ前の小学校の正門付近です。見物

席は道路です。当然通行止めになっています。時間も午後一時からということです。 
 梅雨が明けて天気が固まる時期ですから屋外でやれますが、暑いです。真夏の炎天

下、アスファルトの上でビールのコンテナを椅子代わりに座るのも過酷です。生ビー

ルも涼を誘うことの出来ない暑さです。 

 
 通行止めになり、屋台のテント村が出来上がっても、観客が中々出てきません。暑

さ構わずに屋台を見て回る子供達もあまり見かけません。 
 木本小学校だけなら全校生徒で１２０人とかしか居ない訳ですから全部きてくれ

ても… 
 準備が整って舞台の方にそろそろトップのバンドが登場しようかという頃に見物

席にパラパラとお客さんが座り始めます。その直前までは冷房の効いた『オークワ』



に入っています。丁度良い退避場があるのです。 
 舞台のすぐ裏手には木本小学校の運動場があります。狭いとは言え舞台を組んで観

客を入れるくらいは充分あります。オークワ横の道路よりはゆったりしています。交

通止めの必要のありません。 
 なぜ、わざわざ記念通りを交通止めにしてやるか・・・このイベントが記念通り商

店街協同組合が母体で始められたからです。運動場に移すわけには行かないのでしょ

う… 

 

 この写真でも少しは暑さが伝わるでしょう。舞台のところだけには日除けが張られ

ては居ますが… 
 放送局や新聞社は人の集まったところを探してでも撮りますが、私はその必要もな

し… 
 肝心の太鼓については次回に一寸だけ書きます。 
カメラは RETINA 3c カータークセノン 35ｍｍ  
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ    by je2luz | 2006-08-07 12:03  

 

 

 

 

 

 



2006 年  08 月  08 日  

熊野の旅 真夏のイベント 響鼓 in 熊野 2  

 饗鼓 in 熊野についてもう少し書きます。 
 炎天下の舞台となり、舞台の上だけには日除けら張られています。普通の会場でも

大変な汗をかく太鼓ですから演奏者の苦労は大変です。それでも、東京や大阪など都

市部の舞台よりははるかにましなのです。気温の上昇ははるかに少ないですからね。 

 
 出番を待つバンド？の準備、調整は隣接の木本小学校の講堂で行われます。老朽化

してきている講堂ですから当然エアコンなどはありません。風を通すことなど考えて

いない講堂の中での準備練習ですから、演奏者は直前でもユニフォームは着ていませ

ん。 

 

 
 狭い講堂で太鼓を叩くのですから、迫力ではなく、まさに騒音です。交代に練習す

るのですが、この中には長く居たくないですね。 



 舞台に上ると、涼しげな顔で演奏を始めます。大太鼓の方はすぐに汗まみれ・・・

ご苦労さんな話です。 
 この『饗鼓 in 熊野』は紀伊半島一円からの参加者で行っていますが、太鼓の団体

ってものすごく多いようですね。 

 

 このバンドは奈良県の桜井辺りから来たようです。なんやら司会者が謂れをしゃべ

っていましたが、演奏は今様のものです。和太鼓の演奏というものは割りと限定され

たものになってしまいます。ジャズバンドのドラムソロは曲の中の一部ですが、和太

鼓ではドラムスがすべて…確かに大きな太鼓や小さなものまで一杯並べて叩けば腹

に響く、鼓膜を破りそうな迫力はありますが… 
 素人の私では色々太鼓の名前が変わっても長く聞きたくない物です。理由は次の回

に書きます。  
Tags:熊野市 モノクロ クラシックカメラ     by je2luz | 2006-08-08 12:23 

 

 

 

 

2006 年  08 月  09 日  

熊野の旅 真夏のイベント 響鼓 in 熊野 3  

 日本人は太鼓がすきなんでしょうかね。全国津々浦々に太鼓がありますね。 
 綿々と受け継がれてきたのではなく、近年作られたものが多いような気がしますが

… 
 作曲家と演出家が居るのでしょうね。演出の方のパフォーマンスは衣装から振り付

けまで目先を変えるのに苦労しているようです。作曲の方はどうも良く分かりません。

音程・音色の違う色んな太鼓を組み合わせて変化をつけているのでしょうが。素人の

私にはあまり違いが感じられません。 



 旧通産省主催のイベントで東京ドームで二日間物産展に出展しました。そのときに

秋田や能登を初めとする全国指折りの太鼓が呼び集められて朝から夕方まで交代に

叩いていました。閉鎖空間の東京ドームですから迫力満点？でした。これが二日間続

いたのです。 
 出店をしていた店番のものにとって「音楽」？に聞こえたのはほんの最初だけ・・・

お昼過ぎには騒音と化していました。あれで代々木公園辺りなら聞き流せたのでしょ

うが… 
 日本有数の太鼓でも条件次第ではこうなるのです。それ以来私は太鼓嫌いです。 
 熊野市にも幾つか太鼓の団体が出来ています。消えて行ったものもあるようですが

ね。新しいものでは『アフリカ太鼓』と言うのがあります。市内五郷町（いさと）の

有志が集まって始めたものです。 

 

 
 



 和太鼓がやたらと多い中でこのようなアフリカ？の踊りを前面に押し出したもの

で、目先が変わります。五郷町にアフリカ人が来て教えたと言うわけではないようで

す。よそから来た人を含め近年作られた団体です。 

 
 太鼓を叩く男どもを含めダンサーも全員日本人です。中には日本人離れした人も居

ますが…しかし、どう見てもアフリカではなくポリネシア程度ですね。 
 しかし、このグループは和太鼓が続く中で異質なもので踊りが目立ち随分得をして

います。 
 それにしても、暑い最中こうして叩き、踊るのも大変なことですね。 
 舞台の上には日除けがありますが、観客席にはありません。ひょっとすると一番大

変なのはアスファルトの上に並べたビールのコンテナの上に座ってみている人たち

かもしれません。 
 私？？ 写真を撮ったら家に帰ってのんびり休んでいましたよ・・・ 
カメラは RETINA 3c カータークセノン 35ｍｍ  
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